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11.7 富士電機(株)製　調節計

11.7.1 システム構成

富士電機(株)温度調節計とGP/GLCを接続する場合のシステム構成を示します。

調節計 *1 結線図 GP/GLC

RS-422
<結線図１>

RS-422　(1:n通信）
<結線図２>

GPまたは
GLCシリーズ

PXR4□□□□-□□M00
PXR4□□□□-□□V00

*1 指定するオプションによって、形式“□”が異なります。
形式の詳細は、PXR4シリーズのカタログを参照してください。
シリアル通信のオプションは、基本形式の最後に｢M00」または｢V00｣と付きます。

GPシリーズ

   

調節計 調節計 調節計

最大31台

終端抵抗
RS-485

通信オプション
RS-485使用

終端抵抗
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11.7.2 結線図

・デジタル製RS-422ケーブルGP230-IS11-Oを使用する場合

以下に示す結線図と富士電機（株）の推奨する結線図が異なる場合がありますが、本書の結線図

にてご使用ください。

・ FGは、D種接地を行ってください。

・ RS-422接続の場合、総ケーブル長は500m以内にしてください。

<結線図１>　1:1接続 RS-422(2線式)

・デジタル製RS-422コネクタ端子台変換アダプタ(GP070-CN10-O)を使用する場合
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・ RDAとSDA、RDBとSDBの渡り配線指示部分は調節計側端子台

に共締めしてください。

・ SG、FGの処理について

SG、FGは調節計側に接続することができないため、絶縁テープな

どでマスキングしてください。

・ケーブルを加工する場合
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<結線図2>　1:n接続 RS-422(2 線式)

・デジタル製RS-422コネクタ端子台変換アダプタ(GP070-CN10-O)を使用する場合

・デジタル製RS-422ケーブルGP230-IS11-Oを使用する場合
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・ RDAとSDA、RDBとSDBの渡り配線指示部分は調節計側端子台

に共締めしてください。

・ SGの処理について

SGは調節計側に接続することができないため、絶縁テープなどで

マスキングしてください。

・ケーブルを加工する場合
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11.7.3 使用可能デバイス

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 備考

00001 *1

10001 ～ 10016 10001 *2

3000100 ～ 3001515 30001 ～ 30015 内部演算値データ *2

4000100 ～ 4011315 40001 ～ 40113 内部演算値データ *1

3100100 ～ 3101515 31001 ～ 31015 工業値データ *2

4100100 ～ 4111315 41001 ～ 41113 工業値データ *1

H/Lパラメータ

GP/GLCでサポートしているデバイスの範囲を示します。

■ マイクロコントローラXシリーズ(形式：PXR)

*1 00001、　40001、　41001は不揮発性メモリへの書き込む命令(FIX処理)のためのアドレスです。
書き込み値1を書き込むことで不揮発性メモリへの書き込みが行われます。書き込む時間は約5
秒かかります。そのため、同一画面上に読出しタグがあった場合は、表示交信が約5秒間行われ
ません。参照→富士電機(株)製｢マイクロコントローラX通信機能(RS485 MODBUS)取扱説明書｣
のFIX処理

・不揮発性メモリへの書き込み中は温度調節計の電源を切らな

いでください。不揮発性メモリのデータが壊れて、温度調節

計が使用できなくなることがあります。

*2 書き込み不可

・ GPでは、調節計側のパラメータをコイル番号とレジスタ番号で

指定します。また、各コイル番号(00001～、10001～)は上１

桁をデバイスとして判断し、レジスタ番号(30001～、40001～、

31001～、41001～)は上２桁をデバイスとして判断していま

す。

・ 各パラメータの種類とその番号については、富士電機（株)製

｢マイクロコントローラＸ通信機能(RS485 MODBUS)取扱説明書｣

の｢7章　アドレスマップとデータ形式｣に記載されています。

・ メモリマップには｢工業値データアドレスマップ｣と｢内部演算

値データアドレスマップ｣の2種類があります。GPでは、両方

をサポートしています。

禁止禁止禁止禁止禁止
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各パラメータのメモリマップは以下のように記載されています。

<ビットデータの例>

ビットデータ[読出し専用]：ファンクションコード[02H]

相対アドレス コイル番号 タイプ メモリ内容 読出しデータ
0000H 10001 ビット 警報1ＯＮ/OFF 0:警報1OFF、1:警報1ON
0001Ｈ 10002 (未使用)
0002Ｈ 10003 (未使用)
0003Ｈ 10004 (未使用)
0004Ｈ 10005 ビット 警報2ON/OFF 0:警報2OFF、1:警報2ON
0005Ｈ 10006 (未使用)

： ： ： ： ：

例) ビットデータのコイル番号10001のパラメータ｢警報1ON/OFF」の場合、GPで指定するア

ドレスは、以下の通りとなります。コイル番号(00001～、10001～)は、上1桁をデバ

イスとして指定します。

例) ワードデータのレジスタ番号41003のパラメータ｢前面制御SV値｣の場合、GPで指定する

アドレスは、以下の通りとなります。レジスタ番号(30001～、40001～、31001～、

41001～)は、上2桁をデバイスとして指定する。

・ 調節計のパラメータのデータは伝送データ上では小数点なしの

データになります。従って、GPではそのデータの小数点位置合

わせの処理が必要です。例えば小数点付きで数値表示(Nタグ)

する場合は、｢表示データ形式｣の｢小数点桁数｣の設定をする必

要があります。また、調節計への書き込みの場合は、設定する

値(小数点付)を整数にした値を書き込む必要があります。

例) レジスタ番号41025の｢出力1下限リミット｣の場合。

調節計で表示する値/設定する値：　3.00％

GPで表示する値/設定する値　　:　300

各パラメータの設定値範囲(小数点付きか否か)の詳細について

は、富士電機(株)製｢マイクロコントローラX通信機能(RS485

MODBUS)取扱説明書｣を参照してください。

1 0001

アドレス(コイル番号の下4桁)

デバイス(コイル番号の上1桁)

41 003

アドレス(コイル番号の下3桁)

デバイス(コイル番号の上2桁)

ここの番号が、GPで指定するアドレスとなります。
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・ 作画ソフトで部品やタグの設定を行う場合、アドレス入力時に

調節計の機器番号の指定をします。指定しなかった場合は、ひ

とつ前に入力された機器番号を継続します（起動時のデフォル

トは01です)。

01/10001

アドレス(パラメータの番号)

調節計のステーションNo.

指定する調節計のステーション
No.を入力します。

・ GP/GLCのシステムデータエリア(LS0～19）について

GP/GLCのシステムエリア（20ワード）は調節計側の使用できる

データ領域に割り付けることはできません。GP画面作成ソフトや

GP/GLCのオフラインでシステムエリアの設定を行っても、調節

計側の使用できるデータ領域に割り付けることはできませんので

ご注意ください。
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11.7.4 環境設定例

（株）デジタルが推奨する温度調節計側の通信設定と、それに対応するGP/GLC側の通信設定を示

します。

■ マイクロコントローラXシリーズ(形式：PXR)

*1 調節計での号機番号は、0～255で設定できますが、GPと接続する場合は、号機番号は1～32
で設定してください。0は、調節計の仕様で｢通信機能停止｣となっていますので、使用できませ
ん。ここで設定した号機番号の調節計で、読み込みエリアを使用することができます。

伝送速度 9600 bps (固定)

データ長 8 bit (固定)

ストップビット 1 bit (固定)

パリティビット 奇数 パリティ設定(CoM) 0:奇数

制御方式 ER制御

通信方式 2線式

号機番号 *1 1 ステーションNo.(Stno) 1

GPまたはGLCの設定 調節計の設定
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11.7.5 エラーコード
調節計特有のエラーコードは、｢上位通信エラー(02：＊＊：＃＃)｣とGPの画面左下に表示

されます。＊＊は調節計特有のエラーコードで、＃＃はエラーが発生した調節計の機器番

号が表示されます。ただし、PLCが正しく接続されていません(02：FF)のエラーコードは

号機番号はつきません。

エラーコード エラー内容
01 ファンクションコード不良
02 コイル、レジスタに対するアドレス不良
03 コイル、レジスタの個数不良

エラーコードの詳細は、以下の資料を参照してください。

参考調節計マニュアル：

参照→参照→参照→参照→参照→     富士電機製　マイクロコントローラX通信機能(RS485 MODBUS)取扱説明書




